
■松島町 復興元年スタート！…………………………②■松島町　復興元年スタート！ …… …… …… …… ……②

H24 年度 施政方針と松島町一般会計予算概要　H24 年度　施政方針と松島町一般会計予算概要  

■■シリーズ 松島町震災復興計画シリーズ 松島町震災復興計画 ………………………⑩  … …… …… …… ……⑩

■松島町職員人事異動■松島町職員人事異動…………………………………… …… …… …… …… …… …… ……⑫⑫

主な内容主な内容

歴史・文化の継承と創造

449

平成２4 年（2012） 5月1日

No.



2

松
島
町　

復
興
元
年
ス
タ
ー
ト
！

先
を
見
据
え
た
発
展
的
復
興
に
向
け
て

六
十
五
億
二
百
万
円

　

〜
平
成
二
十
四
年
度
施
政
方
針
と
松
島
町
一
般
会
計
予
算
の
概
要
〜

【
土
地
利
用
】
定
住
促
進
と
企
業

誘
致
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
な
ど
交
通
利
便
性
に
優
れ

た
地
域
に
お
け
る
産
業
系
や
住
宅

系
の
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
再
生
と
創
造
に

向
け
、
従
前
市
街
地
の
再
整
備
と

新
市
街
地
の
計
画
を
目
指
し
、
新

た
な
意
気
込
み
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
保
全
】
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
備
の
導
入
を
積

極
的
に
推
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る

施
策
を
実
施
し
ま
す
。

【
河
川
】
高
城
川
の
改
修
に
つ
い

て
、
震
災
復
旧
・
復
興
予
算
を
集

中
的
に
投
下
し
、
改
修
工
事
が
早

期
完
成
す
る
よ
う
宮
城
県
に
強
く

働
き
か
け
ま
す
。

【
住
宅
】
震
災
で
被
災
し
た
一
部

損
壊
住
宅
に
対
し
て
、
修
理
費
用

の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

【
定
住
対
策
】
復
興
支
援
定
住
促

進
事
業
補
助
制
度
を
引
き
続
き
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
町
外
へ
の
人

口
流
出
を
防
ぎ
、
他
地
域
か
ら
の

移
住
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
若

い
世
代
の
定
住
を
促
す
た
め
、
子

育
て
支
援
施
策
と
教
育
施
策
を
充

実
さ
せ
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
で
活
躍
す
る
若

い
世
代
の
方
々
が
定
住
に
関
し
て

話
し
合
え
る
場
を
設
け
、
専
門
家

を
交
え
な
が
ら
本
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
手
法
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
定
住
促
進
に
関
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
上
水
道
】
震
災
に
よ
る
被
害
や

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
を
踏
ま
え
、

二
子
屋
浄
水
場
基
本
設
計
、
配
水

管
布
設
替
な
ど
を
実
施
し
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
機
能
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

【
下
水
道
】
汚
水
は
、
管
き
ょ
等

の
災
害
復
旧
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
な
ど
計
画

的
な
施
設
の
保
全
を
図
り
、
適
正

な
運
転
管
理
で
快
適
な
生
活
環
境

を
提
供
し
ま
す
。

　

雨
水
は
、
地
盤
沈
下
に
と
も
な

う
松
島
海
岸
・
高
城
浜
等
の
沿
岸

部
の
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
の
実

施
、
高
城
雨
水
ポ
ン
プ
場
機
器
更

新
、
迎
山
地
内
雨
水
路
整
備
事
業

等
、
各
排
水
施
設
の
保
守
保
全
の

徹
底
に
よ
り
内
水
排
水
に
万
全
を

期
し
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害

防
止
を
図
り
ま
す
。

【
道
路
】
震
災
で
被
災
し
た
道
路

及
び
橋
梁
の
早
期
復
旧
に
努
め
、

都
市
計
画
道
路
根
廻
磯
崎
線
等
を

早
急
に
整
備
し
、
災
害
時
の
物
資

輸
送
道
路
及
び
避
難
道
路
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
四
十
五
号
の
松
島

海
岸
地
区
の
歩
道
整
備
事
業
は
、

本
年
度
に
松
島
第
一
小
学
校
前
の

歩
道
橋
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
早
期
完
成
に
向
け
て
引
き
続

き
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

初
原
バ
イ
パ
ス
工
事
は
平
成
二
十

四
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
が
、

延
伸
計
画
に
つ
い
て
も
、
宮
城
県

に
対
し
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
道
四
十
五
号
の
渋
滞

対
策
、
大
型
車
混
入
率
の
低
減
対

策
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に
強
く

要
望
し
ま
す
。

「住み続ける町、行ってみたい町、松島」
　３月に開催された松島町定例議会で、一般会計予算案ほか９つの各種特別

会計予算案が承認されました。本年度の施政方針と予算の概要について紹介

します。

　平成２４年度は「災害復旧・復興事業」を優先して取り組むと同時に、「定

住化の促進」を図り、さらには松島町が東北の観光の復興に向けた先導的な

役割を果たせるよう「観光と主要産業の復興、発展」に取り組みます。

自
然
に
恵
ま
れ
た

住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り

▲施策の充実による定住促進を図ります

▲震災で被災した道路の早期復旧に努めます



広報まつしま 2012　5月号3

【
公
共
交
通
】
J
R
仙
石
線
高
城

町
駅
―
陸
前
大
塚
駅
間
に
つ
い
て

は
、
現
行
ル
ー
ト
で
復
旧
が
進
め

ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
早
期
実
現

に
向
け
て
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
バ
ス
は
、
小
学
生

の
通
学
に
要
す
る
使
用
料
の
一
部

見
直
し
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
通
学
し
や
す
く
利
用
し

や
す
い
生
活
を
整
備
し
ま
す
。

【
情
報
通
信
】
情
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
効
果
的
な
活
用
、
防
災
情
報

の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
非
常
時
の
情
報
伝
達
の

し
く
み
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
交
通
安
全
】
高
齢
者
な
ら
び
に

交
通
弱
者
に
対
し
、
事
故
防
止
活

動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
諸
対
策
の
啓
発
・

推
進
を
行
い
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
】
地
域
防
災
計
画

の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

震
災
で
の
検
証
と
教
訓
を
活
か
し
、

災
害
時
の
避
難
対
策
に
加
え
、
風

水
害
の
避
難
対
策
も
含
め
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
防
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
外
で
活
躍
で
き
る

よ
う
な
本
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
づ
く
り
を
検
討
し
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

の
重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ま

す
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
と
し
て
町
民
な
ら
び

に
観
光
客
に
対
す
る
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
災
害
情
報

の
発
信
や
、
衛
星
電
話
な
ど
を
活

用
し
た
整
備
を
行
い
、
情
報
収
集
、

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
り
ま

す
。
消
防
団
車
庫
や
備
蓄
倉
庫
の

建
設
、
避
難
路
の
整
備
等
、
災
害

時
の
避
難
が
円
滑
に
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
防
犯
】
不
審
者
対
策
と
し
て
、

安
全
・
安
心
推
進
会
議
を
通
し
て
、

町
民
全
体
の
目
で
常
に
監
視
す
る

取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
や
町
等
の
関
係
機

関
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
】
本
年
度
か
ら
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
が
ん

検
診
推
進
事
業
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
実
施
し
、
受
診
率
の
向
上
や

疾
病
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
の
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の

対
策
等
、
心
の
健
康
の
啓
蒙
普
及

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
殺
対
策
緊
急
強
化

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
十
八
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
健
康
調
査
・

健
康
相
談
を
行
い
、
心
身
の
ケ
ア
、

自
殺
予
防
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】
介
護
予
防
と
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
き

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元

気
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
開
催
さ
れ
る
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０

１
２
で
は
、
活
気
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
本
町
の
姿
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

【
児
童
福
祉
】
乳
幼
児
医
療
費
助

成
事
業
を
本
年
度
十
月
よ
り
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
に
改
め
、
入

院
対
象
年
齢
を
十
五
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
年
度
末
ま
で
拡
大
し
、

子
育
て
世
帯
の
医
療
費
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
を
社
会
全
体
で
応
援

す
る
観
点
か
ら
引
き
続
き
子
ど
も

手
当
を
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
支
給
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
立
保
育
所
の
一
時
保
育
を
磯
崎

保
育
所
で
実
施
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】
発
達
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
や
言
語

聴
覚
士
に
よ
る
相
談
窓
口
を
希
望

園
に
開
設
し
、
発
達
状
況
や
療
育

方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
障
が

健
康
で
互
い
に
助
け
合
い
、

心
の
か
よ
う
温
か
い
ま
ち
づ
く
り

▲交通アクセスを活かした企業誘致を促進します

▲交通事故防止活動を積極的に行います

主な事業　　　　　　　　　　
◆企業立地・誘致関連経費 1,529 千円

◆一部損壊住宅修理補助事業 25,200 千円

◆定住促進事業費 20,735 千円

◆下水道事業特別会計繰出金 475,664 千円

◆公共下水道事業施設災害復旧費 184,857 千円

◆松島地区他雨水排水施設整備事業 155,000 千円

◆（都）根廻磯崎線整備事業 30,000 千円

◆町道手樽富山駅線道路整備事業 164,500 千円

◆手樽柿ノ浦地区避難路整備事業 6,750 千円

◆松島東浜地区避難所整備事業 7,500 千円

◆災害公営住宅整備事業 180,000 千円

◆農業用施設等災害復旧事業 173,300 千円

◆公共土木施設等復旧事業 368,400 千円

◆津波シミュレーション作成事業 12,090 千円

◆松島地区復興まちづくり計画策定事業経費

 89,779 千円

◆松島地区復興まちづくり拠点施設整備事業

 3,261 千円

◆手樽地区復興まちづくり拠点施設整備事業 

 2,838 千円

◆東日本大震災モニュメント事業 3,750 千円
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い
へ
の
理
解
と
P
R
な
ど
、
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担

い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】
特
定
検
診
・

特
定
保
健
指
導
を
積
極
的
に
活
用

し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
重

症
化
予
防
を
図
り
、
健
康
的
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】各
種
申
請
・

届
出
の
受
付
、
保
険
料
の
徴
収
な

ど
に
つ
い
て
、
広
域
連
合
と
連
携

を
図
り
、
高
齢
者
の
身
近
な
窓
口

に
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

【
介
護
保
険
】
介
護
保
険
の
利
用

者
数
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が

大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
制
度
は

着
実
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
「
心
身
と
も
に

健
康
で
自
立
し
た
生
活
」
が
実
現

で
き
る
よ
う
に
介
護
予
防
の
観
点

に
立
っ
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
】
要
支
援

認
定
者
に
対
し
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
作
成
し
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

松
島
の
個
性
を
大
切
に
す
る

心
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

【
学
校
教
育
】
確
か
な
学
力
・
豊

か
な
心
・
健
や
か
な
体
の
調
和
を

重
視
す
る
「
生
き
る
力
」
を
育
む

よ
う
に
、
幼
小
中
の
連
携
の
も
と
、

学
力
向
上
・
食
育
・
体
力
向
上
を

進
め
ま
す
。
松
島
中
学
校
体
育
館

改
修
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
に
お
い
て
は
、
十
歳
の
年
齢

を
二
分
の
一
成
人
式
と
し
て
意
味

づ
け
、
成
長
へ
の
感
謝
と
と
も
に

将
来
へ
の
夢
や
希
望
を
抱
き
、
意

欲
を
育
む
取
り
組
み
を
実
施
し
、

記
念
品
と
し
て
国
語
辞
書
を
贈
呈

す
る
こ
と
で
国
語
力
の
向
上
も
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
力
向
上
の

先
進
地
で
あ
る
秋
田
県
に
学
ぶ
取

り
組
み
と
し
て
、
に
か
ほ
市
教
育

委
員
会
と
の
学
力
向
上
交
流
事
業

を
実
施
し
、
指
導
力
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
家
庭
に
お
け
る
教

育
力
の
向
上
と
し
て
保
護
者
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
小
中
学
校

の
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
た
く

ま
し
く
健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
食
材

を
活
か
し
た
食
育
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
小
学
六
年
生
と
中

学
二
年
生
を
対
象
に
、
低
年
齢
期

の
成
人
病
早
期
発
見
の
た
め
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
を
新
た

に
実
施
し
、
健
康
な
身
体
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
震
災
に

よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し
た

七
ヶ
浜
町
へ
の
支
援
と
し
て
、
学

校
給
食
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

【
社
会
教
育
】
地
域
に
根
ざ
し
た

取
り
組
み
や
幅
広
い
世
代
と
の
交

流
を
通
し
た
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
優
れ
た

芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
は
芸
術
文
化

振
興
の
拠
点
と
し
て
、
大
集
会
室

に
文
化
ホ
ー
ル
的
機
能
を
持
た
せ
、

利
便
性
、
活
用
性
の
機
能
向
上
を

図
る
た
め
大
規
模
改
修
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、「
子
ど
も

の
体
力
向
上
」
の
取
り
組
み
と
し

て
、
体
力
低
下
が
著
し
く
、
根
本

的
な
体
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
幼
稚
園
、
保
育
所
を

中
心
と
し
た
低
年
齢
か
ら
の
体
力

▲特定検診を活用し、生活習慣病の予防・重症化
予防を図ります

▲町立保育所での一時預かり保育を実施します

▲小中学校の学力向上に取り組みます

▲子どもたちに優れた芸術鑑賞の機会を設けます

主な事業　　　　　　　　　　
◆老人福祉関係事業 42,993 千円
◆児童手当等支給経費 182,375 千円
◆保健衛生関係事業 15,194 千円
◆子ども医療費助成事業 20,070 千円
◆発達障害相談支援事業 673 千円
◆各種がん検診・結核予防事業・成人歯科検診事業　
 40,208 千円
◆母子衛生に要する経費
　（妊婦・乳幼児健康診査事業等） 10,508 千円
◆一時預かり保育事業 785 千円
◆自殺対策緊急強化事業 1,975 千円
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向
上
事
業
と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ッ
ス
ン
等
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
松
島
か

ら
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
信
」
の
取
り

組
み
と
し
て
、
全
日
本
実
業
団
対

抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
等
、
全
国

的
な
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
き
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意

識
の
高
揚
を
図
り
、「
す
る
、
み
る
、

さ
さ
え
る
」
を
実
践
し
ま
す
。

「
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
人
」
を

生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

【
観
光
都
市
】
震
災
の
影
響
で
観

光
客
が
減
少
し
て
お
り
、
復
興
に

は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

新
た
に
「
観
光
振
興
計
画
」
を
策

定
し
、
大
き
な
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
観
光
の
再
生
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
際
化
に
向
け
た
観
光
地
づ
く

り
や
地
産
地
消
と
観
光
の
連
携
を

強
化
す
る
観
光
地
づ
く
り
、
説
明

案
内
板
設
置
な
ど
に
よ
る
観
光
客

に
や
さ
し
い
歩
行
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

防
災
の
取
り
組
み
と
景
観
形
成
を

調
和
さ
せ
る
よ
う
な
復
興
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

交
流
事
業
は
、
平
成
二
十
五
年

春
（
四
月
〜
六
月
）
に
開
催
が
決

定
さ
れ
た「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
に
か
ほ
市

と
の
夫
婦
町
締
結
二
十
五
周
年
を

記
念
し
、
八
月
に
記
念
事
業
を
実

施
し
、
さ
ら
に
交
流
と
連
携
を
深

め
ま
す
。

【
国
際
観
光
】
世
界
の
三
十
一
湾

で
構
成
さ
れ
る
「
世
界
で
最
も
美

し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
盟
に
向

け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
諸
外

国
と
の
交
流
事
業
を
観
光
業
界
や

各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進

す
る
と
と
も
に
、
海
外
の
マ
ス
コ

ミ
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
復
興
情

報
を
発
信
し
、
世
界
を
意
識
し
た

観
光
地
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
】
被
災
し
た
指
定

文
化
財
の
修
復
に
向
け
、
早
急
に

震
災
前
の
現
状
に
復
す
る
よ
う
支

援
を
行
い
、
多
く
の
町
民
や
観
光

客
に
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

な
ど
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
に

町
の
歴
史
、
文
化
の
学
習
の
機
会

と
し
て
文
化
財
教
育
を
実
施
し
ま

す
。

▲中央公民館の大規模改修を実施します ▲体力向上事業「コーディネーショントレーニング」

▲観光キャンペーンで春の松島を P R

▲世界を意識した観光地づくりを図ります

主な事業　　　　　　　　　　
◆中学校屋内運動場改修事業 20,000 千円

◆旧町民体育館跡地整備事業 37,352 千円

◆中央公民館大規模改修事業 381,791 千円

◆分館活動経費 2,805 千円

◆留守家庭学級運営経費 8,994 千円

◆学力向上事業 1,055 千円

◆スポーツ団体等育成関係経費 2,610 千円

◆スポーツ講習会等経費  3,085 千円

主な事業　　　　　　　　　　
◆夫婦町締結 25周年記念事業経費 3,000 千円

◆観光振興計画策定経費 7,128 千円

◆町道内町線・内町枝線道路整備事業 53,000 千円

◆観光振興事業 58,755 千円

　仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会負担金

　松島観光協会振興事業補助金他

◆文化財調査保存に要する経費 15,786 千円

◆ウォーキングトレイル事業構想経費 1,000 千円
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�
松
島
人
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

【
地
産
地
消
】
地
域
食
材
と
し
て

環
境
保
全
米
や
松
島
白
菜
の
さ
ら

な
る
売
り
込
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
物
の
観
光
資

源
化
に
向
け
た
J
A
仙
台
松
島
支

店
、
担
い
手
農
家
な
ど
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
校
給
食
で
地
場
産
食
材

の
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

【
農
林
業
】
農
農
業
生
産
の
効
率

化
を
区
を
中
心
に
水
稲
・
大
豆
生

産
に
お
け
る
担
い
手
に
対
し
、
農

地
の
集
積
や
効
率
的
利
用
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
で
被
災
し
た
地
域

農
業
の
復
興
を
図
る
た
め
、
地
域

で
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
て
「
経

営
再
開
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営

体
や
農
地
集
積
に
必
要
な
取
り
組

み
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
は
、

ほ
場
整
備
事
業
の
土
手
外
地
区
、

下
志
田
地
区
で
引
き
続
き
整
備
が

進
め
ら
れ
、
銭
神
地
区
か
ん
が
い

排
水
事
業
の
測
量
設
計
お
よ
び
高

城
川
揚
水
機
場
等
更
新
工
事
、
不

来
内
排
水
機
場
更
新
事
業
の
計
画

策
定
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

松
く
い
虫
防
除
事
業
は
、
宮
城

県
や
特
別
名
勝
松
島
地
域
の
関
係

自
治
体
と
連
携
し
て
、
空
中
散
布
、

地
上
散
布
お
よ
び
伐
倒
駆
除
等
を

実
施
し
、
被
害
の
拡
大
防
止
と

島
々
な
ど
の
景
観
保
持
に
努
め
ま

す
。

　

林
業
振
興
事
業
は
、
竹
林
の
整

備
と
松
島
産
た
け
の
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

【
水
産
業
】
震
災
に
お
い
て
宮
城

県
全
体
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

な
か
、
本
町
で
は
四
割
の
種
ガ
キ

が
残
存
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
全

面
復
活
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
ア
サ
リ
の
資
源
回
復
と
漁

場
修
復
を
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
進
め
ま
す
。

　

漁
港
に
つ
い
て
は
、
震
災
に
よ

り
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
漁
港
の
復
興
は
町
の
重
点
事

項
と
位
置
付
け
て
進
め
ま
す
。
ま

た
、
震
災
に
よ
る
被
災
箇
所
の
早

期
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
管

理
漁
港
に
つ
い
て
も
、
早
期
復
旧

に
向
け
全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
ま

す
。

【
商
工
業
】
中
心
市
街
地
活
性
化

対
策
は
、
震
災
以
降
の
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
制
度
の
活
用
を
検
討
し
な

が
ら
、
活
気
の
あ
る
商
店
街
の
再

生
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
商
店
経

営
者
に
対
す
る
設
備
資
金
・
運
転

資
金
等
の
融
資 
斡  
旋 
と
商
工
会
事

あ
っ 

せ
ん

業
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

観
光
業
お
よ
び
農
林
水
産
業
等
の

関
係
団
体
と
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
各
種
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

【
雇
用
対
策
】
被
災
し
た
求
職
者

に
対
し
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業

な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
で

の
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま

た
、
企
業
立
地
を
推
進
し
、
本
町

の
雇
用
環
境
の
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。

【
広
域
行
政
】
従
来
の
塩
釜
地
区

二
市
三
町
、
ま
た
宮
城
黒
川
地
方

町
村
会
お
よ
び
東
松
島
市
を
は
じ

め
と
し
た
各
広
域
行
政
協
議
会
は

も
と
よ
り
、
今
回
の
震
災
に
よ
り

結
び
つ
き
の
で
き
た
全
国
各
地
の

自
治
体
と
も
、
災
害
時
に
お
け
る

相
互
の
応
援
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

▲復興に向け全国自治体より職員の派遣をいただいています ▲漁港の早期復旧に取り組みます

主な事業　　　　　　　　　　

◆中小企業勤労者生活安定資金貸付金他 

 33,000 千円

◆農業振興事業 26,983 千円

◆県営土地改良事業負担金 44,400 千円

◆林業振興対策事業 44,876 千円

◆水産業振興に要する経費  8,636 千円

充
実
さ
せ
、
互
い
に
貢
献
し
合
え

る
仕
組
み
の
構
築
を
図
り
、
絆
を

強
化
し
な
が
ら
、
復
興
に
取
り
組

み
ま
す
。　

▲地域食材のさらなる売込みを推進します
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松島町一般会計総額　65億2百万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

目的別経費 性質別経費 

その他　10,000（0.2%） 
 

災害復旧費 
612,003（9.3%） 

 労働費 71,805（1.1%） 

議会費 132,525（2.0%） 

商工費 159,633（2.5%） 

農林水産業費 
162,117（2.5%） 消防費 230,364（3.5%） 

衛生費 402,661（6.2%） 

教育費 
1,143,464（17.6%） 

土木費 
803,097（12.4%） 

総務費 
746,826（11.5%） 

公債費 
628,134（9.7%） 

民生費 
1,399,371（21.5%） 

その他 
141,595（2.2%） 
 

補助費等 
750,069（11.5%） 

災害復旧費 
524,500（8.0%） 

繰出金 
851,966（13.1%） 

物件費 
1,164,404（17.9%） 

普通建設事業費 
803,619（12.4%） 

扶助費 
453,038（7.0%） 

公債費 
628,129（9.7%） 

人件費 
1,184,680（18.2%） 

その他（依存財源） 
 248,289（3.9%） 

町債 757,160（11.6%） 

地方交付税 
2,293,530（35.3%） 

国県支出金 
1,161,509（17.8%） 

その他（自主財源） 
312,427（4.8%） 分担金及び負担金、 

使用料・手数料・ 
諸収入　280,544（4.3%）

町税 
1,448,541（22.3%） 

一
般
行
政
費 

52.7 
%

依

存

財

源 

68.6 
%

自

主

財

源 

31.4 
%

義
務
的
経
費 

34.9 
%

投
資
的
経
費 

12.4 
%

各会計区分（単位：千円） 

歳　　出 歳　入 （単位：千円） （単位：千円） 

■国民健康保険特別会計 

■後期高齢者医療特別会計 

■介護保険特別会計 

■介護サービス事業特別会計 

■観瀾亭特別会計 

■松島区外区有財産特別会計 

■下水道事業特別会計 

■水道事業会計 

1,946,325 

191,411 

1,331,149 

5,151 

48,222 

1,537 

1,165,042 

681,164

依存財源 
　国や県の意思により
定められた額を交付さ
れたり、割り当てられ
たりする収入をいいま
す。 
　地方交付税・国、県
支出金などがこれにあ
たります。 

自主財源 
　歳入のうち、自主的
に収入できるものをい
います。 
　町税、分担金及び負
担金、使用料及び手数
料などがこれに当たり
ます。 

義務的経費 
　人件費や扶助費など
の支出が義務づけられ、
任意に削減できない経
費をいいます。 

一般行政経費 
　義務的経費や投資的
経費などを除いた経常
的に支出される経費を
いいます。 

投資的経費 
　支出の効果が資本形
成に向けられ、施設等
がストックとして将来
に残るものに支出され
る経費をいいます。 

100% 
 

90% 
 

80% 
 

70% 
 

60% 
 

50% 
 

40% 
 

30% 
 

20% 
 

10% 
 

0% 
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仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
四
月
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
六
月
ま
で
の
三
カ
月
間
、
松
島
町
で
は
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

松
島
春
ラ
ン
チ
フ
ェ
ア

　

松
島
で
毎
年
冬
に
開
催
さ
れ
て

い
る
「
松
島
三
ツ
星
冬
ラ
ン
チ
」。

そ
の
入
賞
シ
ェ
フ
た
ち
が
春
の
食

材
で
自
慢
の
腕
を
振
る
う
「
松
島

春
ラ
ン
チ
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。

●
料
金　

各
二
千
五
百
円

●
参
加
店　

ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
・
ホ
テ
ル
海
風
土
・
松
島
温

泉
湯
元 
松
島
一
の
坊
・
松
島
佐

勘 
松
庵
・
小
松
館
好
風
亭
・
牡

蠣
専
門
店 
か
き
松
島
こ
う
は

●
問
合
先　

仙
台
・
宮
城
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
松
島
地
区
実
行

委
員
会　

（
社
）松
島
観
光
協
会

内　

�
３
５
４－

２
６
１
８

松
島
名
勝
案
内

　

松
島
に
住
む
方
に
も
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
松
島
の
魅
力
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
ご
案
内

し
ま
す
。

●
期
間

　

四
月
〜
六
月
の
毎
週
土
・
日

●
時
間

　

一
回
目　

午
前
十
時
五
十
分
〜

二
回
目　

午
後
一
時
五
十
分
〜

　
　

（
一
時
間
程
度
）

●
料
金　

二
百
円

●
集
合
場
所

　

松
島
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

●
問
合
先　

仙
台
・
宮
城
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
松
島
地
区
実
行

委
員
会　

（
社
）松
島
観
光
協
会

内　

�
３
５
４－

２
６
１
８

苔
玉
つ
く
り
体
験

　

「
苔
寺
」と
し
て
も
知
ら
れ
る
円

通
院
の
苔
を
使
っ
て
苔
玉
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
で
も
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

毎
日
午
前
十
一
時
〜

　

午
後
二
時
（
要
予
約
）

●
料
金　

千
五
百
円

●
制
作
時
間　

三
十
分
〜
五
十
分

●
問
合
先　

洗
心
庵

　

�
３
５
４－

３
２
０
５

「
平
泉
・
松
島
号
」が
運
行
中

　

六
月
十
七
日
ま
で
、
仙
台
駅
と

松
島
海
岸
、
平
泉
を
結
ぶ
定
期
観

光
バ
ス
「
松
島
・
平
泉
号
」
が
四

月
十
四
日
に
運
行
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

十
四
日
に
は
、
松
島
海
岸
か
ら

約
十
二
人
の
観
光
客
が
乗
車
。
宮

城
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
む
す
び
丸
」

や
地
元
観
光
関
係
者
が
見
送
る
中
、

平
泉
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
平
泉
か
ら
も
松
島

海
岸
へ
の
定
期
観
光
バ
ス
が
運
行

さ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
松
島

を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ
�
�
�
�
�
�

　

福
浦
橋
は
、
工
事
の
た
め
5
月　

日（
月
）〜　

日（
日
）ま
で

14

20

の
期
間
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

●
問
合
先　

産
業
観
光
課
商
工
観
光
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
0
2
2
―
3
5
4
―
5
7
0
8
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�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

東
日
本
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
新
緑
や
文

化
風
習
・
味
覚
を
直
接
カ
ラ
ダ
で

感
じ
な
が
ら
、
人
び
と
と
の
交
流

か
ら
復
興
支
援
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
「
サ
イ
ク
ル
エ
イ

ド
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
２
」
が
五
月

二
十
六
日
・
二
十
七
日
に
松
島
で

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
全
国
か
ら
多
く
の
方
が

た
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
予
定

で
す
の
で
、
自
転
車
に
乗
っ
た
参

加
者
を
見
か
け
た
方
は
ぜ
ひ
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
開
催
日　

（
ゴ
ー
ル
）　

五
月
二

十
六
日
午
後
〇
時
三
十
分
頃
〜

午
後
三
時
頃
（
ス
タ
ー
ト
）
五

月
二
十
七
日
午
前
九
時
頃

●
場
所　

中
央
公
民
館
（
ス
タ
ー

ト
お
よ
び
ゴ
ー
ル
地
点
）
と
、

国
道
四
十
五
号
線
沿
道
等

ササササササササササ
イイイイイイイイイイ
クククククククククク
リリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンン
ググググググググググ
でででででででででで
復復復復復復復復復復
興興興興興興興興興興
支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
復
興
支
援

映画「じんじん」撮影記念町民交流会

　北海道 剣  淵 町と松島町を舞台に、絵本の読み聞かせをストーリーに盛り込んだ映画
けん ぶち

「じんじん」の撮影が、６月中旬から町内で行われます。

　映画撮影を記念して、主演の大地康雄さんが来町し、町民交流会を開催します。

●日　時　５月１３日 （日）　第１部　午後 2時～　大地康雄さんが読む親子紙芝居

　　　　　　　　　　　　   第２部　午後 3時～　大地康雄さんとの町民交流会

●場　所　中央公民館　和室

●問合先　産業観光課商工観光班　�３５４－５７０８

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

世界旅行ツーリズム協議会サミット 

参加者が松 島 視 察

　４月１６日に世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）グ

ローバルサミットが仙台市で開幕し、各国から参加した

観光業者やメディア、６カ国２８名が本町を視察しまし

た。

　一行は瑞巌寺や円通院などを見学し、松島観光協会会

長の佐藤久一郎氏の案内を熱心に聞いていました。ア

メリカ合衆国から参加した観光リサーチ会社の男性は

「松島は海辺や島々の景観がすばらしいことと、復興の

早さに驚いた。必ずまた来たいし、松島を知らない人々

に紹介していきたいと思う」と話していました。

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

松島ファンクラブ数珠づくり体験会

　松島ファンクラ

ブ（事務局：産業観

光課）では、３月２７

日、２８日に円通院

で数珠づくり体験

会を開催しました。

　参加者した会員

２２人のほとんどが数珠づくり初体験。参加者は悩み

ながらも好きな石を選び、それぞれに素敵な数珠を

作りました。出来上がった後には石の説明を受け、

石に込められた思いに、参加した皆さんは興味深く

聞いていました。

　観瀾亭での懇談会では、お抹茶をいただきながら、

松島への思いを語り合い、２８日には大橋町長も訪れ

会員の皆さんとの交流を深めました。

　松島ファンクラブは、松島町を愛する人を募り、松

島の最新情報を提供する組織として、平成２２年に設

立されました。

　

松
島
海
岸
中
央
商
店
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
孤
児
育
英
の
た
め

に
「
絆
募
金
箱
」
を
各
店
舗
に
設

置
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
を
、
両
親

を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
学
業
資

金
と
し
て
松
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
て
長
期
間
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆募募募募募募募募募募募募金金金金金金金金金金金金箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱をををををををををををを設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置絆募金箱を設置

●
問
合
先　

サ
イ
ク
ル
エ
イ
ド

ジ
ャ
パ
ン
大
会
事
務
局

�
0
5
7
0－

0
8
8－

1
6
6▲設置される募金箱
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シリーズ　松島町震災復興計画

「復興」「創造」そして「貢献」
東北・松島の美しさと安全を継承し発信するまちづくり

　東日本大震災により、松島町も未曾有の被害を受けました。町民の皆さんの知恵とチカラを結集し、復興に向けて

前進するため、復興の羅針盤となる松島町震災復興計画を昨年１２月末に策定しました。

　目指すのは、「復興」「創造」そして「貢献」東北・松島の美しさと安全を継承し発信するまちづくりです。

　今月号では、目標③の宮城、東北を牽引する観光と地域産業によるまちづくり（観光・産業の復興）を紹介します。

被害の状況

　主な観光施設が集まる松島海岸エリアが広範

囲に渡り津波による浸水被害を受けました。

　それ以外にも、農業施設、水産施設、商工施

設、文化財施設などが損傷する等の被害を受け

ました。

宮城、東北を牽引する観光と地域産業によるまちづくり（観光・産業の復興）目標③

事業者・観光客の意向

　事業者のアンケートの結果によると、事業所

の９％が「震災前より正規社員が減ったと回答

しています。また、観光客へのヒアリング調査

では、観光客の５９％が、「避難看板に気がつか

なかった」と回答しています。

現状と課題

■津波が引いた後の瑞巌寺門前

津波による観光・産業施設の被害

■カキが流失したカキ棚

■津波により浸水した農地

復興に向けた主な課題

区　　分主な課題

観 光 都 市◆松島の歴史・風土を生かした観光振興と復興

交 流 事 業◆国内外との交流による松島の魅力と安全性のＰＲ

地 域 文 化◆東日本大震災の教訓を後世に継承するための取組み

文化財保護◆被災した文化財の従来工法に基づく修復

観 光 業◆観光客の避難誘導体制の構築と避難所の配置

農 林 業◆農業の施設の復旧、高付加価値化の支援

水 産 業◆水産加工施設の復旧、集約化

商 工 業◆被災企業や中小企業の事業経営支援
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取り組みの方向性

　本町の観光や産業は、歴史と風土に培われ、松島の自然環境や文化財を要素として形成しています。東日本大震災

では、松島の地形や島々が津波被害を比較的少なくしてくれたことから、この恵まれた自然環境の保全と共生の大切

さを改めて実感しました。

　また、津波による農地への塩害や漁港施設の損傷や浸水被害、地震動による斜面林の崩壊など、本町の産業振興を

図る上で問題が生じています。

　さらに、東北地方沿岸部の観光地が甚大な被害を受けたことから、比較的、被害の少なかった松島の観光資源を守

り、生かす取組みを通じて、宮城・東北の復興を牽引することが求められています。

　観光・産業基盤の復旧に当たっては、文化財の修復や観光施設の復旧に取り組むなど、「日本三景松島」の復興情

報を発信し、観光の自粛や風評被害の影響を克服することにより、観光客の回復と今後の増加を目指します。また、

被害を受けた農林水産業

の各種施設や、関連する

生活施設の復旧を進め、

産業と生活の再建を目指

します。

　観光・産業の復興は、農

林業、漁業、水産加工業と

観光業が連携し、新たな

地域産業と雇用の創出を

図るとともに、必要とな

る基盤施設の整備や集約

化を進め、経営基盤の強

化を図ります。　

　さらに、歴史・文化など

の松島特有の恵まれた自

然環境や伝統的な文化・祭

りなどの地域資源を、関

係自治体や住民とともに

継承し、松島・宮城・東北

の魅力を発信する「創造」

の各種施設に取り組みま

す。

目標３  宮城、 東北を牽引する観光と地域産業によるまちづくり

《施　　　　　策》《事項》

③復興を牽引する新たな機能の導入
①地域連携による松島・東北の
　観光交流の促進

観 光 都 市

①地域連携による松島・東北の 
　観光交流の促進

交 流 事 業

①震災の記録と伝承地 域 文 化

①文化・地域資産の修復と伝承文化財保護

③命を守る避難・救援のネットワー
　クの形成

①文化・地域資産を生かした観
　光振興
②観光客の安全確保の体制強化

観 光 業

③林業の維持・再生の支援
①農業の再生への支援
②農業の高付加価値化 [注 ] へ
　の支援

農 林 業

③漁港施設 [注 ]、生産施設の集約化
④魅力ある港まちづくりの推進

①水産業の再生への支援
②持続可能な経営体制づくりへ
　の支援

水 産 業

③商店街の防災機能の向上
④被災企業の産業再生の支援

①商工業の再生への支援
②雇用環境の創出・支援

商 工 業

▲松島・宮城の P R

▲ジオパークの整備促進
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松
島
町
職
員
人
事
異
動

松
島
町
職
員
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（

）
内
は
前
職
名

四
月
一
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

【
総
務
課
】
▼
課
長　

熊
谷
清
一

（
財
務
課
長
）
▼
危
機
管
理
監　

阿
部
祐
一
（
産
業
観
光
課
長
）
▼

環
境
防
災
班
長　

櫻
井
清
朗
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
総
務

管
理
班
主
査　

櫻
井
悦
子
（
町
民

福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班
主
査
）

▼
総
務
管
理
班
主
事　

熊
谷
麻
菜

美
（
町
民
福
祉
課
福
祉
班
主
事
）

【
企
画
調
整
課
】
▼
課
長
兼
企
画

調
整
班
長　

亀
井
純（
教
育
課
長
）

▼
震
災
復
興
対
策
監　

小
松
良
一

（
企
画
調
整
課
長
兼
企
画
調
整
班

長
）▼
ま
ち
づ
く
り
支
援
班
長
兼

震
災
復
興
対
策
室
長　

千
葉
繁
雄

（
ま
ち
づ
く
り
支
援
班
長
）▼
企
画

調
整
班
主
査　

佐
藤
綾（
産
業
観

光
課
商
工
観
光
班
主
査
）▼
企
画

調
整
班
主
事　

清
水
啓
貴（
産
業

観
光
課
商
工
観
光
班
主
事
）▼
ま

ち
づ
く
り
支
援
班
兼
震
災
復
興
対

策
室
主
査　

蜂
谷
文
也（
ま
ち
づ

く
り
支
援
班
主
査
）▼
ま
ち
づ
く

り
支
援
班
主
査　

松
村
武
文（
財

務
課
税
務
班
主
査
）▼
ま
ち
づ
く

り
支
援
班
兼
震
災
復
興
対
策
室
主

事　

石
田
征
朗（
町
民
福
祉
課
町

民
サ
ー
ビ
ス
班
主
事
）

【
財
務
課
】　

▼
課
長
兼
特
別
滞

納
整
理
室
長　

舘
山
滋
（
財
務
課

専
門
官
）
▼
特
別
滞
納
整
理
室
副

室
長　

中
野
憲
司
（
中
央
公
民
館

副
館
長
）
▼
税
務
班
長　

赤
間
隆

之
（
財
務
課
税
務
班
主
査
）
▼
税

務
班
主
査　

石
川
祐
吾
（
教
育
課

生
涯
学
習
班
主
査
）
▼
財
政
班
主

事　

渡
邉
奏
子
（
会
計
課
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】
▼
町
民
サ
ー
ビ

ス
班
長　

山
口
俊
江
（
財
務
課
税

務
班
長
）
▼
町
民
サ
ー
ビ
ス
班
主

査　

吉
田
陽
美
（
産
業
観
光
課
農

林
水
産
班
主
査
）
▼
町
民
サ
ー
ビ

ス
班
主
査　

林
な
ぎ
さ
（
町
民

サ
ー
ビ
ス
班
主
事
）
▼
福
祉
班
長

鳫
平
義
弘
（
水
道
事
業
所
上
水
道

班
長
）
▼
参
事
兼
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長　

本
間
澄
江
（
健
康
長

寿
班
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
健
康
長
寿
班
長　

板
宮
栄

（
健
康
長
寿
班
主
幹
兼
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
推
進
室
主
幹
）
▼
健
康
長

寿
班
主
幹
兼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推

進
室
主
幹　

安
田
千
賀
（
健
康
長

寿
班
主
幹
）
▼
健
康
長
寿
班
主
査

兼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
主
査

越
野
博
之（
健
康
長
寿
班
主
査
）

【
高
城
保
育
所
】
▼
所
長　

千
葉

圭
子
（
高
城
保
育
所
分
園
所
長
）

▼
高
城
保
育
所
分
園
所
長　

浅
野

裕
子
（
高
城
保
育
所
分
園
主
幹
・

保
育
士
）

【
産
業
観
光
課
】
▼
課
長　

阿
部

礼
子
（
教
育
課
参
事
兼
中
央
公
民

館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
所

長
）
▼
参
事
兼
農
林
水
産
班
長　

伊
藤
政
宏
（
町
民
福
祉
課
町
民

サ
ー
ビ
ス
班
長
）
▼
農
林
水
産
班

主
幹　

丹
野
隆
子（
会
計
課
主
幹
）

▼
商
工
観
光
班
主
査　

新
田
陽

（
総
務
課
環
境
防
災
班
主
査
）

【
建
設
課
】
参
事
兼
施
設
管
理
班

長　

高
橋
昭
夫（
施
設
管
理
班
長
）

▼
建
設
班
技
師　

鈴
木
嘉
憲
（
教

育
課
学
校
教
育
班
技
師
）
▼
施
設

管
理
班
技
師　

鈴
木
え
り
子
（
企

画
調
整
課
企
画
調
整
班
技
師
）

【
水
道
事
業
所
】
▼
参
事
兼
副
所

長　

佐
々
木
功
（
水
道
事
業
所
副

所
長
兼
下
水
道
班
長
）
▼
施
設
班

長　

中
條
宣
之
（
水
道
事
業
所
上

水
道
班
主
幹
）
▼
経
営
班
長　

岩

渕
茂
樹（
町
民
福
祉
課
福
祉
班
長
）

▼
経
営
班
主
査　

熊
谷
直
美
（
財

務
課
財
政
班
主
査
）
▼
施
設
班
技

師　

岡
崎
秀
一
（
企
画
調
整
課
企

画
調
整
班
技
師
）

【
会
計
課
】
▼
会
計
課
主
幹　

中

野
貴
子
（
総
務
課
総
務
管
理
班
主

幹
）

【
教
育
課
】
▼
課
長　

櫻
井
光
之

（
総
務
課
危
機
管
理
監
兼
環
境
防

災
班
長
）
▼
生
涯
学
習
班
長　

千

葉
義
行
（
財
務
課
特
別
滞
納
整
理

室
長
）
▼
生
涯
学
習
班
主
査　

熊

谷
賢
（
企
画
調
整
課
ま
ち
づ
く
り

支
援
班
主
査
）
▼
学
校
教
育
班
主

査　

浅
野
目
浩
章
（
財
務
課
特
別

滞
納
整
理
室
主
査
）
▼
学
校
教
育

班
主
事　

高
橋
卓
也
（
建
設
課
施

設
管
理
班
主
事
）

【
中
央
公
民
館
】
▼
参
事
兼
中
央

公
民
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

所
長　

阿
部
利
夫
（
教
育
課
生
涯

学
習
班
長
）
▼
中
央
公
民
館
主
査

千
葉
昇
（
教
育
課
学
校
教
育
班
主

査
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長

飯
川
正
昭
（
産
業
観
光
課
農
林
水

産
班
長
）

【
松
島
第
一
幼
稚
園
】▼
主
幹（
教

諭
）　

三
品
ひ
と
み（
松
島
第
五
幼

稚
園
主
幹
）

【
松
島
第
二
幼
稚
園
】
▼
（
併
）

園
長　

浅
野
裕
子
（
松
島
第
二
幼

稚
園
主
幹
（
教
諭
））

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

▼
（
併
）
事
務
局
長　

熊
谷
清
一

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

○
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
中
村
寛

　

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
菅
原
嘉
代
子（
高
城
保
育
所
長
）

▼
米
倉
弘
子（
中
央
公
民
館
主
幹
）

▼
奥
田
富
江（
松
島
第
一
幼
稚
園
）

▼
及
川
滋
子（
高
城
保
育
所
保
育
士
）

災
害
派
遣
職
員
を
紹
介
し
ま
す

▼
建
設
課
主
幹　

渡
部
晃
司
（
岐

阜
県
大
垣
市
よ
り
平
成
二
十
四
年

九
月
三
十
日
ま
で
）

▼
建
設
課
主
幹　

田
中
孝
往
（
愛

知
県
知
多
郡
武
豊
町
よ
り
平
成
二

十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
）

▼
建
設
課
主
査　

佐
々
木
智
也

（
秋
田
県
に
か
ほ
市
よ
り
平
成
二

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

▼
建
設
課
主
査　

嶌
田
真
一
（
東

京
都
豊
島
区
よ
り
平
成
二
十
四
年

九
月
三
十
日
ま
で
）

▼
建
設
課
主
査　

竹
内
雅
也
（
岡

山
県
井
原
市
よ
り
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
）

▼
水
道
事
業
所
主
査　

江
森
徹

（
埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
よ
り
平

成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

○
新
規
採
用
職
員（
四
月
一
日
付
）

▼
総
務
課
総
務
管
理
班
主
事　

福

田
光
輝
▼
総
務
課
総
務
管
理
班
主

事　

相
澤
貴
子
▼
財
務
課
税
務
班

主
事　

武
田
悠
杜
▼
町
民
福
祉
課

町
民
サ
ー
ビ
ス
班
主
事　

内
海
正

崇　

▼
町
民
福
祉
課
福
祉
班
主
事

綿
美
帆
▼
町
民
福
祉
課
健
康
長
寿

班
主
事　

内
海
萌
▼
町
民
福
祉
課

保
育
士
（
高
城
保
育
所
分
園
）
阿

部
き
く
子
▼
町
民
福
祉
課
保
育
士

（
松
島
保
育
所
）
吉
田
真
司
▼
町

民
福
祉
課
保
育
士（
高
城
保
育
所
）

飯
川
美
希　

▼
建
設
課
技
師　

安

藤
佑
樹
▼
松
島
第
五
幼
稚
園
教
諭

鈴
木
志
保

▲前列左から綿美帆、内海萌、相澤貴子、鈴木志
保、阿部きく子、飯川美希　後列左から武田悠
杜、吉田真司、福田光輝、安藤佑樹、内海正崇

組織の変更
４月１日より組織が一

部変更になりました。

水道事業所を「経営班」

「施設班」の２班体制

に改め、また、企画調

整課内に「震災復興対

策室」を設けましたの

でお知らせします。
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ご支援ありがとうございます 
４月２０日現在でご支援をいただいた皆さまです 
（平成２３年４月号～平成２４年４月号掲載以外の方々で
敬称は省略させていただきました） 

寄附金　平成元年度松島中学校卒業生同窓会実行委員会（土井和洋代表）、岩

木達己、赤間健太郎、埼玉県滑川町民生委員・児童委員協議会、宮城

県土地改良事業団体連合会、ヤナギサワミツエ、町内法人（匿名）

義援金　帰命院護持会、中尊寺、キタムラギジュツ （カ、クラシキゲイジュツ

 （カ、ケースケ＆マサ、カ） アーネストワン、カドワキカンジ

　このほか、多くの個人や匿名の方からご支援・ご協力をいただきました。記

入漏れやお名前に間違いがありました場合には、ご容赦くださいますようお

願い申し上げます。

　

熊
谷
忠
雄
さ
ん

（故）
　

に
旭
日
単
光
章

　

元
松
島
町
議
会
議
員
の
（
故
）

熊
谷
忠
雄
さ
ん
（
松
島
・
平
成
二

十
三
年
十
二
月
九
日
逝
去
）
が
、

旭
日
単
光
章
を
贈
ら
れ
、
三
月
二

十
六
日
に
宮
城
県
庁
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す

　

左
記
の
皆
さ
ん
が
、
新
た
に
平

成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
、

本
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
、
地
域
の
福
祉
の
相
談
に
あ

た
り
ま
す
。

　

生
活
困
窮
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
母
子
父
子
家
庭
、
虐
待
防
止

な
ど
の
身
近
な
相
談
に
あ
た
り
関

係
機
関
と
協
力
し
て
支
援
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
町
民
福
祉
課
福

祉
班
（
�
３
５
４－

５
７
０
６
）

ま
で

▼
佐
藤
聰
司
（
高
城
４
・
５
・

中
・
光
陽
台
・
割
波
２
）
▼
大
山

憲
一
（
磯
崎
２
・
８
）
▼
a
橋
さ

た
よ
（
磯
崎
６
）
▼
a
橋
秀
年

（
磯
崎
９
）  　
　
　
　
  
敬
称
略

松島町内の放射線量測定結果

②測定値①測定値測定場所

0.126（0.5）0.074（0.5）
松 島 町 役 場

0.132（0.1）0.059（0.1）

0.138（0.5）0.078（0.5）松島第一幼稚園

0.154（0.5）0.068（0.5）松島第二幼稚園

0.160（0.5）0.091（0.5）松島第五幼稚園

0.148（0.5）0.090（0.5）松 島 保 育 所

0.138（0.5）0.093（0.5）高 城 保 育 所

0.128（0.5）0.099（0.5）磯 崎 保 育 所

0.154（0.5）0.068（0.5）高城保育所分園

0.158（0.5）0.055（0.5）松島第一小学校

0.154（0.5）0.068（0.5）松島第二小学校

0.160（0.5）0.091（0.5）松島第五小学校

0.128（0.1）0.089（0.1）松 島 中 学 校

4 月 23 日（月）　現在

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　①簡易型放射線測定器 (PA-1000)

　　　　　②GM管式 (MODEL3&MODEL44-9)

単位　マイクロシーベルト（μ Sv ／ h）シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

水道水測定結果　４月 10日 （火）　現在

　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　

　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　4月 20日 （金）　現在

　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-137)：862

放射性セシウム (Cs-134)：544　※浄水場発生土には、

放射性物質が検出されていますが、水道水については、

放射性物質が不検出の状況となっていますので、安心

してご利用ください。

農林産物の放射線量測定結果　４月 20日 （金）　現在

　放射性ヨウ素：不検出　

　放射性セシウム (Cs-137)：不検出　

　放射性セシウム (Cs-134)：不検出

　放射線量測定結果は町のホームページでも公開して

います。（http://www.town.miyagi-matsushima.lg.jp/）

●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班

�３５４‐５７８２　水道水・浄水場発生土測定結果：水道

事業所　�３５４‐５７１１　農林産物放射線測定結果：産

業観光課農林水産班　�３５４‐５７０７

利府松島商工会が受賞

　東日本大震災による被災中小

企業の復旧・復興支援に貢献した

ということで3月2日に、枝野幸

男経済産業大臣より利府松島商

工会（福田正朗会長）が表彰され

ました。

　利府松島商工会は、被災中小

企業の復旧・復興支援の取り組み

において先頭に立って尽力した

功績が認められました。

叙 勲

▲（故）熊谷忠雄さん
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【松島町地域包括支援センター出前講座のご案内】

　松島町地域包括支援センターでは認知症についての知識を広め、増加する認知症高齢者を穏やかに

地域で支えることを目指して、劇団「ほうかつ座」を結成いたしました。

　昨年 10月の結成以来、公演回数は 8回になります。シルバー昼食会「あったか～い」では「どっ

から劇団よんだのっしゃ？」「また待ってるからね～」、老人クラブでは「うちの地区でもぜひ公演し

てほしい」等とのお言葉をいただき好評を得ています。

　ただのおもしろい寸劇だけではありません。認知症についてきちんと「学ぶ」ことができる寸劇で

す。高齢者の方はもちろん、出前講座として各地区、団体、町民のみなさん向けに出張もしますので、

ぜひお声掛けください。

～ あ ら す じ ～
　松島健子さんは町内に住む８５歳のおばあちゃんです。最近もの忘れが目立つようになってきました。

　あらあら健子ばあちゃん、自分の家にいるのに「家に帰る」と言っていますよ。食事もさっきしたばかりなの

に「食べていない」と言っています。

　そんなとき、家族はどう対応したらいいのでしょう。

　講座では認知症の方の対応の仕方を、寸劇を通してわかりやすく説明し認知症高齢者への理解をすすめます。

　続きはぜひ、実際の講座で体験してください。

●問合先　松島町地域包括支援センター　�３５４－６５２５
　　　　　松島町根廻字上山王 6－ 27（保健福祉センターどんぐり内）

健子さんが行く 
けん　　こ 

認知症の 
おばあちゃん 

家さ帰っからわー。

わだし、ご飯かせらって

ないんだおん。

コミュニティ助成事業で備品を整備
　いちょうの会（村山浩治会長）では、（財） 自治総合セン
ターが実施している一般コミュニティ助成事業（宝くじ助
成金）を活用し、手動ろくろやそば打ちセット、パークゴ
ルフセットなど、コミュニティ活動で使用する備品を購入
しました。
　３月１８日には、東部地域交流センターで陶芸教室が開
催され、助成事業で購入した手動ろくろを使って、思い思
いの皿や茶碗などを作り、地域住民同士の交流を深めてい
ました。
　（財） 自治総合センター
では、宝くじの社会貢献広
報事業として、地域コミュ
ニティ活動を支援し、地域
社会の健全な発展と住民
福祉の向上を図っていま
す。 ▲陶芸教室の様子
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関西国際大の学生が桜の苗木を植樹

　３月２４日に関西国際大学の林鎭代准教授とゼミ生３
人が松島東部交流センターを訪れ、地域の皆さんと桜の
苗木を植樹しました。
　同大学の林ゼミでは、桜の花を見て少しでも被災地の
皆さんの心が癒されればと、学園祭で林准教授の名前に
ちなんだ、ハヤシライスのチャリティーを企画し、その
収益金で桜の苗木を贈ることにしました。
　植樹した２０本の桜の
中には、この日を待っ
ていたかのように花を
咲かせた苗木もあり、
植樹に参加した地域の
皆さんを喜ばせていま
した。

ピックアップ

▲林准教授（右）と学生の皆さん
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事例１　雑誌広告を見て、９０日間返金保証付きの開運ブレスレットを購入した。効果がないので返金してもらおうと
思い、業者に電話をかけると、悩みや願いを書き、写真を送るようにと言われた。写真鑑定の結果、運気を向上さ
せるためにと、次々に祈祷サービスや、霊石の契約をさせられた。３０万円を支払ったが、除霊時に使った石や数珠
は川に流すように指示された。除霊効果を高めるために気効師の力も必要だと、さらに３０万円請求された。　（５０
歳代女性）
事例２　雑誌広告を見て、金運が上がるという数珠を購入したが、効果がなく事業者に連絡した
ところ「霊が憑りついており除霊しなければ、絶対交通事故に遭う」と言われ、１５０万円を請
求された。支払いを断ったところ、既に除霊した分として、１００万円を支払うように言われた。
請求されたものを一部支払ったものの、効果がないため返金してほしい。(４０歳代男性 )

 Point 　
△開運ブレスレットや数珠などの通信販売をきっかけに、人の不安や信仰心につけ込み、次々に開運商品を売りつけ
たり、高額な祈とう料を請求したりする商法のことです。

△雑誌などで、自ら業者に申し込んだ場合は、通信販売と考えられるため、クーリング・オフ適用外ですが、その後、
追加で勧誘された商品については、特定商取引法上の電話勧誘販売に該当する可能性があり、法定書面の交付や書
面の不備などでクーリング・オフができる可能性もあります。

△商品広告のうたい文句に惑わされず、お金を支払ったからといって、運が開けたりするわけではないことを理解し
たうえで、商品を購入することです。業者のセールストークや勧誘方法に問題がある場合など、おかしいと思った
ら、相談をしましょう。

消費生活相談　　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分
　　　　　　　　　　　　　　（第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）
　　　　　　　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４－５７０８

参加者募集のお知らせ　～健康でいきいきとした生活を送るために～

●申込締切・募集人数　５月１５日 （火）　各教室　２０人

●申込み・問合先　　　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５‐０７０３

【 減  る  脂 クラブ（メタボ予防教室） 】
へ ル シー

　減る脂クラブでは、保健師・管理栄養士・スポーツイン

ストラクターがあなたに合う健康スタイル見つけるお手伝

いをします。早めに生活習慣を改善して、メタボリックシ

ンドロームを予防しましょう。

●日　時　５月２５日、６月２２日、７月２０日、８月３１日
　　　　　すべて金曜日　全４回　９：３０～１１：３０

●場　所　温水プール美遊　２階スタジオ
●対　象　７４歳以下の町民（男女問わず）
●内　容　健康と栄養の話、運動の実技指導
●参加費　無料

【いちおし健康塾】
　最近のテレビや雑誌では、食べものや料理に関する特集

が多いですね。最新の栄養学やヘルシーメニューをもっと

気軽に楽しく学べる教室です。

●日　時　６月１４日（木）、６月２８日（木）、７月１２日（木）、７
月２７日（金）、８月９日（木）　全５回

　　　　　１０：００～１３：００

●場　所　中央公民館　調理室
●対　象　７４歳以下の町民（男女問わず）
●内　容　講話、調理実習、軽体操　ほか
●参加費　１回５００円（材料代）

【健康体操教室】
　腰痛や関節痛などにより歩行に不安のある方のために、

からだの筋力を鍛えるトレーニングやバランスをととのえ

る体操を行います。

●日　時　５月～８月までの毎週月曜日　全１２回
 （＊初回は５月２８日です）　１０：００～１１：３０

●場　所　保健福祉センターどんぐり
●対　象　おおむね７５歳以下の町民（男女問わず）
●内　容　腰痛や関節痛予防のための講話、体操の実技指

導ほか

●参加費　3,000 円（全１２回分）＊希望者には送迎あり

【健康水中運動教室】
　腰や膝、肩など痛みを和らげ、からだ全体の動きをよく

するための水中運動を行います。顔を水に浸けないので、

泳げなくても大丈夫です。

●日　時　５月～８月までの毎週木曜日　全１２回
　　　　　（＊初回は５月３１日です）　１０：００～１１：３０

●場　所　温水プール美遊
●対　象　おおむね７５歳以下の町民（男女問わず）
●内　容　腰痛や関節痛予防のための講話、水中運動の実

技指導ほか

●参加費　3,000 円（全１２回分）＊希望者には送迎あり

開運ブレスレットや数珠などの通信販売をきっかけに、次々と開運商品を売りつける悪質な手口
が増加しています。

消費生活コーナー <開運商法 >
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３月２１日（水）　職場体験を通じて社会を学ぶ

　３月２１日と２２日の２日間、松島高校の２年生の生徒

たちによるインターンシップが行われました。

　観瀾亭では、大内拓弥さんと上原千佳さんがイン

ターンシップを通じて接客などを学びました。

３月２５日（土）　スプリングコンサートを開催
　松島中学校吹奏楽部による第２回スプリングコン

サートが中央公民館で開催されました。

　今年度の県大会で見事金賞を受賞した吹奏楽部。コ

ンサートには、金賞の演奏を聴こうと約１００人が集まり

ました。

▲真剣な表情で研修に励む大内さん（左）と上原さん▲素晴らしい演奏を披露した松島中学校吹奏楽部

４月１日（日）　被災地を桜で満開に

　平成２４年４月から６月の間開催される「仙台・宮城

【伊達な旅】春キャンペーン」のオープニングとして、

公益財団法人日本花の会と東京のボランティア団体「地

域の芽生え２１」による桜の植樹が４月１日に長松園で行

われました。

４月４日（水）　いざ全国大会へ！
　松島空手に通う幼稚園から高校生の選手が、大橋町長
を表敬訪問しました。
　訪れた多くの選手たちは、昨年の東北大会で見事優勝
し、４月２９日に開催された全国大会に東北代表として
出場しました。

▲長松園には約 80 本の桜が植樹されました▲大橋町長を表敬訪問した松島空手道場の選手たち

３月２９日（木）　埼玉県滑川町から買い物ツアー

　埼玉県の滑川町から滑川町職員や民生児童委員など

約３０人が、松島町の早期復興へとの思いから買い物ツ

アーで来松し、義援金をいただきました。

３月３１日（土）　遊覧船にご招待
　松島島巡り観光船企業組合からのご招待で、町内の小
学校卒業生の皆さんが、遊覧船による松島湾遊覧の旅を
楽しみました。故郷である松島を知る大変良い機会と
なりました。

▲義援金を受け取る大橋町長▲遊覧船に招待され笑顔を見せる子どもたち
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米寿おめでとう（４月の敬老祝い金贈呈者）

おすすめの本　
　「な　ず　な」　　　　　　　　　　　　　　　堀江　敏幸　著
　弟夫婦の止むをえない事情で預かった生後２カ月の姪のなずな。そこから、４０代独
身の新聞記者・菱山となずなの生活がはじまる。慣れない育児に奮闘する築山。
　無垢ななずなの成長は、やがて周囲の人々のつながりや彼自身の心境の変化をもた
らしていく。

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

《　新　　刊　》　
「ヒア ･カムズ ･ザ ･サン」 有川　　浩　著

「鮫島の貌　新宿鮫短編集」　 大沢　在昌　著

「箱庭図書館」   乙　　一　　著

「極北ラプソディー」 海堂　　尊　著

「放蕩記」 村山　由佳　著

「伝える力②」 池上　　彰　著

《　お知らせ　》　
ブックラリーは５月２７日（日）までだよ♪

《　児童書の新刊　》
「摩訶不思議ネコ ･ムスビ⑦」　池田　美代子　著
「せかいいちゆうめいなねこ　フレッド」

ポージー・シモンズ　絵
「プチトマトの誕生日」 天野　喜孝　絵

《  図 書 室  》
●平　日　　　　１０：００～１８：００
●土・日・祝日 １０：００～１６：００
●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日
　今月は１日 ･７日 ･１４日 ･２１日 ･２８日が休館です
　（連休中も開いています）
●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

◆松谷とも子さん（松島）

◆菊地芳江さん（高城）

◆宍戸敬子さん（高城）

◆a 橋ふみ子さん（手樽）

◆佐々木はる子さん（北小泉）

◆佐藤政廣さん（幡谷）

◆小野みつほさん（初原）

◆櫻井京子さん（初原）

◆赤間ともよさん（磯崎）　

寄付・寄贈
寄付　社会福祉協議会へ

利府松島商工会女性部（鎌田みづほ部長）より

　　　　　　　　　　金５０,１３９円

上杉地区社会福祉協議会（池田文彦会長）会員一同より

　　　　　　　　　金３０,０００円

サッカーオリンピック日本代表候補が松島で合宿
　４月９日と１０日に、Ｕ－２３サッ

カー日本代表候補トレーニング

キャンプが松島フットボールセン

ターで開催されました。

　合宿には、酒井宏樹選手や永井

五謙佑選手、大迫勇也選手など J1

リーグで活躍する選手が参加。約

3ヶ月後に迫ったロンドンオリン

ピックに向けて、トレーニングに

励んでいました。

天草パールラインマラソン大会に招待
　第４０回天草パールラインマラソン大会が３月１１日に熊本県で開催され、

本町から佐々木洋さん（松島）と鈴木由美子さん（磯崎）が、被災地招待ラ

ンナーとしてハーフマラソンの部に出場しました。

　東日本大震災復興支援イベントとして開催された同大会。本町には、東日

本大震災のお見舞いとして川端祐樹上天草市

長が来庁した経緯もあり、佐々木さんと鈴木

さんが招待されました。

　当日は、沿道からのたくさんの励ましの言

葉や声援に後押しされゴールを迎えた佐々木

さんと鈴木さん。大会後は、応援メッセージ

が所狭しと書かれた応援旗をいただきました。

白寿おめでとう
　３月２０日に誕生日を迎えた土井

ちよ子さん（手樽）を、大橋町長が

お祝いに訪れ、花束と敬老祝い金

を贈呈しました。

　長生きの秘訣として家族の方は

「東日本大震災発生時も一人で家

にいましたが大丈夫でした。食事

は油をあまり摂取せず、健康に気

を使った食事を摂っています。畑

の草むしりなどもやっているので

身体も丈夫ですね」と話していまし

た。

▲大橋町長から花束を受け取った土井
ちよ子さん ▲応援旗をバックに、大橋町長にマラソン大会の　

　報告をする佐々木さん（右）と鈴木さん（中央）

▲ J1 リーグで活躍する選手が松島に集結
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くらしの 情報

平成 24年度介護保険料に

ついて（お知らせ）

募 集募　集

●募集住宅　１戸

上初原町営住宅３６号（一戸建て）

松島町初原字樋渡３１- ７

規格　２ＤＫ（木造）

家賃　３,３００～４,９００円

●入居資格

　次の（１）～（６）までの条件を

すべて満たしている方

町営住宅入居者募集

自衛官募集

技術海上幹部・技術航空幹部　

●資格　大卒３８歳未満の者

●受付期間　４月２７日（金）～５月

１８日（金）

（締切日必着）

●試験期日　７月２日 （月）

●合格発表　８月１７日 （金）

●入（校）隊　平成２４年１０月

技術海曹・技術空曹（免許の部）

●資格　２０歳以上の者で国家免許

資格取得者等

●受付期間　

　４月２７日（金）～５月１８日（金）

　（締切日必着）

●試験期日　６月２９日（金）

●合格発表　８月１７日（金）

●入（校）隊

　海：平成２４年９月下旬　

　空：平成２５年３月～４月上旬

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所

　�・FAX  ０２２５-８３-６７８９

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

５月８日 （火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354�5706

人権擁護について

町　民
勤労青少年
ホーム

５月８日（火）
午前１０時～午後３時
６月１日（金）
午前１０時～午後５時
（受付は午後４時まで）

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354�5708

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
� 354�5706

生活保護に関する相談町　民
役場３階
会議室

５月 17日 （木）・31 日 （木）
午前１０時～午後３時

生活保護相談

塩釜市けやき教室
� 364�5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談・学校復帰指導

塩釜市・多賀城市・
松島町・利府町・
七ヶ浜町の小中学
生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日　午前９時～午後３時不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
� 355�0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
� 354�6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354�6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

町民福祉課健康長寿班
健康づくり担当
�３５５�０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

５月は、松島町での相談はありません。
近隣の市町村での相談を紹介することもで
きますので、お問合せください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
障害者支援班
� 706-1217

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談

宮城県多賀城
分庁舎（塩釜
保健所主催）

５月９日（水）
午後１時３０分～
午後４時３０分

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

５月１８日（金）
午後２時３０分～午後５時

アルコール・薬物
相談（予約制）

（１）現に住宅に困窮していること

（２）同居又は同居しようとする親

族があること

（３）月の収入が基準以内であるこ

と（一般申込者：１５万８千円以下、

高齢者（６０歳以上）世帯、障がい

者又は小学校就学前の子がいる世

帯：２１万４千円以下）

（４）入居者及びその同居者が暴力

団員ではないこと

（５）町民税、上下水道料金を滞納

していない方であること

（６）松島町に在住している方、お

よび松島町に在住したことがある

方

●申込方法

　建設課施設管理班に来庁し、申

込書にご記入の上、必要書類と併

せてお申し込みください。

●募集期間　

　５月１日（火）～５月１８日（金）

●その他

　申し込みが複数の場合は抽選と

させていただきます

●申込み・問合先

　建設課施設管理班　�３５４-５７１５

ままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつししししししししししししししままままままままままままままのののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口まつしまの相談窓口

　4月中旬に平成 24年度の介護保

険料納入通知書をお送りしておりま

す。

　平成 23年度の介護保険料が東日
� �������������������������

本大震災において減額・免除された
� ���������������������������

方につきましては、24年度の介護保
� ��

険料は年金からの特別徴収ができな

くなっております。納付書で納める

普通徴収となっておりますので、ご

確認の上納入されますようお願いい

たします。

●問合先　町民福祉課健康長寿班

　介護保険担当　� 355-0677
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復興　前進松島　第５２回町民ふ

れあいスポーツ大会のお知らせ

●日時　５月１７日（木）、５月３１

日（木）　午前１０時～正午

●場所　塩釜保健所

　（多賀城市鶴ヶ谷１- ４- １）

●問合先　塩釜保健所　�３６７-７０５1

犬・猫引き取り日

●日時　５月１８日（金）

　　　　午前１０時～１２時３０分頃

●場所　保健福祉センターどんぐり

●内容　日頃の介護についての情報

交換、介護保険サービス等の情報

提供等

●申込み・問合先　町民福祉課健康

長寿班　松島町地域包括支援セン

ター　 �３５４‐６５２５

介護者交流会のお知らせ

　平成２２年度から、新しい日本脳炎

ワクチンによる接種を再開していま

すが、それまで接種を見合わせてい

た方に、昨年度から順次、接種のご

案内をしています。

　今年度は、通常の３歳・４歳のお

子さまに加えて、平成２４年度に小学

校２年生、３年生、４年生で１期接

種が終了していない方に接種のご案

内を行います。母子健康手帳をご確

認の上、接種がお済みでない方は、

お早めにお受けください。

　なお、平成２４年度に小学校１年生、

幼稚園・保育所等の年長に相当する

年齢のお子さまには、平成２５年度以

降にご案内を行います。

　それ以外の年齢の方で、１期の接

種がお済みでない方は、下記までお

問合せください。

※ご不明な点がございましたら、下

記までお問合せください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　

　　　　　健康づくり担当　保健師

　　　　　�３５５‐０７０３

日本脳炎の予防接種を受けま

しょう
～平成１７年から２１年度の間に
接種機会を逃していた方へ～

歯科休日診療

休日・急患診療のご案内
診療科目受付時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30

13：00 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）
18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

�３５７-１７２７七ヶ浜町湊浜字入生田９０- ４うじいえ歯科医院５ 月 ３日 （木・祝）

�７６７-６４８０利府町菅谷台３‐７- １すがや台歯科医院５ 月 ４日 （金・祝）

�３６６-４７１２塩釜市佐浦町１３-２２熊谷歯科口腔外科クリニック５ 月 ５日（土）

�３６１-５８１０塩釜市海岸通１０-1　三晴ビル２階みや歯科クリニック５ 月 ６日（日）

�３５７-６０９９七ヶ浜町汐見台６- ２-１１かわぐち歯科医院５月 １３ 日 （日）

�３５６-２５４８利府町中央３- ２- ２吉田歯科医院５月 ２０ 日 （日）

�３６５-７７２１塩釜市錦町７- ６ササキ歯科クリニック５月 ２７ 日 （日）

�３６５-２９２２塩釜市旭町３-１３桑折歯科医院６ 月 ３日 （日）

　震災の影響により昨年は実施でき

ませんでした、分館対抗ふれあいス

ポーツ大会は今年は実施されます。

　自由参加ができる種目もあります

ので、皆さんのご参加をお待ちして

おります。

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（５月２日～６月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

なお、現在お持ちの被保険者証につ

いては、役場町民福祉課国保窓口に

返還してください。

●発送日　５月 18日 （金）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期　　５月３１日（木）

●固定資産税　１期

●軽自動車税　全期

●国民健康保険税　２期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

5 月の納期限

　水稲植え付け後の踏みつけ防止の

ため、カラス、カルガモ等の有害鳥

獣の実弾による駆除を５月２９日、３０

日の２日間、町全域で早朝から日没

まで実施します。

　実施にあたっては万全を期して行

います。

●問合先　産業観光課農林水産班

　　　　　�３５４-５７０7

有害鳥獣の駆除を実施します

●日時　平成２４年６月３日 （日）

　　　　開会式　午前８時３０分

●会場　松島町運動公園

※当日の午前中は運動公園内の駐車

場が大変混雑しますので、ご了承

願います。
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国民年金保険料免除について

１．被災に伴い、住宅、家財、その他の財産について、おおむね２分の１以上の損害を受けられた方などは、ご本人

からの申請に基づき、国民年金保険料が全額免除になります。

２．免除となる対象者の範囲の詳細や申請手続きについては、市区町村またはお近くの年金事務所へお問合せくださ

い。

３．免除の申請手続き期間が「平成２４年３月まで」から「平成２４年６月まで」に延長 されました。

（特例免除の承認期間は、平成２３年２月分から平成２４年６月分までの期間となります。）

※保険料の口座振替を利用されている方で、被災により今後の保険料納付が困難な方は、口座振替の停止手続を

とっていただく必要がありますので、速やかにお近くの年金事務所までご相談ください。

《被災により国民年金保険料の免除を申請される方へ》

　国民年金保険料免除申請書に被災状況届（国民年金保険料免除申請用）を添付していただく必要があります。記

載された書類は、ご住所地の市区町村またはお近くの年金事務所へご提出くださいますようお願いします。

　また、ご本人が提出できない場合は、“委任状”が必要となりますので、ご注意ください。

●問合先　仙台東年金事務所　�２５７-６１１５

東日本大震災により滅失又は損壊した普通自動車・軽自動車等の代替えで取得した軽自動車等について

　東日本大震災により滅失・損壊（使用不能）した普通自動車・軽自動車等の代わりに取得した軽自動車等の軽自

動車税については非課税となりますので財務課税務班へ申請してください。

【申請手続き】① 軽自動車税非課税申請書（財務課税務班の窓口、または松島町の

　　　　　　　　 ホームページより様式をダウンロードすることができます）

       　　　　　② 車両が被災したことを証明する書類（該当するもの１つ）

       　 　　　　a．自動車取得税が非課税になった旨を証明する書類 ( 塩釜県税事務所）

       　 　　　　b．（普通自動車の場合）”被災車両”の表記がある登録事項等証明書 ( 宮城陸運支局）

       　 　　　　c．（軽自動車の場合）”被災車両”の表記がある検査記録事項等証明 ( 軽自動車検査協会 )

 　     　　　　※ ”被災車両”の表記が無い場合には被災した車両の被災 (り災 ) 証明書（写し）を併せて添付してください

【関係機関】　  塩釜県税事務所　　塩竈市錦町５番２８号      　　　　　　�０２２－３６５－４１９１

　　　　　　　軽自動車検査協会　仙台市宮城野区苦竹四丁目２番２０号　�０２２－２８４－１３６８

　　　　　　　宮城陸運支局　　　仙台市宮城野区扇町３丁目３－１５　　  �０５０－５５４０－２０１１

※軽自動車等・・・・軽自動車、軽・小型二輪 (１２６cc 以上 )、原動機付自転車（１２5cc 以下）、農耕用小型特殊

●問合先　財務課税務班　�３５４-５７０３

「高齢者世帯・障がい者（児）外出支援事業」のお知らせ

　松島町では非課税世帯の高齢者（７５歳以上）世帯、重度障がい者（児）の方を対象に外出支援事業を実施してい

ます。長期入院中や施設入所中の方は対象外となります。

　対象となる方には郵送にて通知しています。事業の実施内容は下記のとおりです。

【助成の内容】 ※基準日を平成 23年１月１日としています。

　Ⅰ　障がい者（児）外出支援事業

　●対象　①身体障害者手帳１級または２級保持者　②療育手帳「Ａ」保持者

　●助成　福祉タクシー利用券（年１２,０００円分）を交付（ガソリン助成又はタクシー利用の共通券です。）

　Ⅱ　高齢者世帯福祉タクシー助成事業

　●対象　７５歳以上（昭和 12年１月２日以前に生まれた方のみの世帯）の高齢者のみの世帯のうち、次のいずれか

　　　　　に該当する世帯　　①非課税世帯（家族全員が平成 23年度市町村民税非課税の世帯）　②生活保護世帯

　●助成　福祉タクシー利用券（年６,０００円分）を交付

【申請方法】　

　●申請期限　平成２４年９月２８日（金）　平日午前８時３０分～午後５時１５分　

　　　　　　　松島町役場１階　町民福祉課福祉班　窓口

　●申請方法　郵送の申請書（窓口にも置いてあります）にご記入の上、町民福祉課福祉班までご提出ください。

　　　　　　　※障がい等により来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６
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子宮頸がん予防ワクチンの助成について

　平成２４年度、子宮頸がん予防ワクチンの助成を継続することになりました。接種に必要な書類については、保健

福祉センター窓口で交付するほか、電話での申込みも受け付けております。

　なお、接種を希望するにあたっては、かかりつけの医師とよくご相談ください。

●接種対象者　松島町に住所を有する、中学１年生（１３歳相当）から高校１年生（１６歳相当）の女子

　※ただし、平成２４年３月３１日までに１回でも接種をした高校１年生が、平成２４年度に残りの接種を行う場合に 

　限り、高校２年生も助成の対象となります。

●申込方法　保健福祉センター窓口で、書類を交付します。（電話による申込みも可）

●接種場所　指定医療機関（仙台市の医療機関を希望する方はお問合せください）

●持ち物　　①町が発行する書類（予診票・個人票）　③母子健康手帳　③健康保険証

※ご不明な点がございましたら、下記までお問合せください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　�３５５－０７０３

～平成２３年度の「予診票・個人票」をお持ちの方へ～

　使用期限が平成２４年３月３１日までと記載されておりますが、今年度対象者の方は、平成２５年３月３１日まで

そのまま使用できます。（再発行の必要はありません。）

　なお、対象年齢を過ぎた方は、助成対象となりませんので、ご了承ください。

高齢者肺炎球菌ワクチンの

費用を一部助成します
　肺炎球菌は、高齢者の肺炎の原因の中で

最も多いと言われており、ワクチン接種に

よって肺炎の予防と重症化の防止につなが

ります。なお、このワクチンは５年間有効
� ���������������������

ですので、過去５年以内に接種した方は、再
� ���������������������������������

接種の必要はありません。
� �������������������

●対象者　７０歳以上（過去５年以内に接種し

ていない方）

●実施期間　　

　平成２４年４月から平成２５年３月まで

●助成回数　生涯１回

●接種場所　塩釜地区の指定医療機関

●助成額　　3,000円以内（3,000円を超えた

分は自己負担になります）※生活保護受給

者は、全額助成します。（受給者証を持参）

●接種方法　

　直接、医療機関にお問合せの上、受診して
� ��������������������������������

ください。
� ��������

※町からの受診券等の交付はありません。
� �������������������������������

●問合先　

　町民福祉課健康長寿班　

　健康づくり担当　�３５５－０７０３

MRワクチン接種はお早めに

　麻しん風しん混合（MR）ワクチンの対象

者の方は、お早めに接種を受けてください。

●平成２４年度の対象者

【第２期】　小学校入学前年度に該当する方

　　　　　 （平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ）

【第３期】　中学１年生に相当する年齢の方

　　　　　 （平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ）

【第４期】　高校３年生に相当する年齢の方

　　　　　  （平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）

●接種推奨期間　６月末日まで

（無料券は平成２５年３月末日まで使えますが、お早めにお受

けください）

●接種場所　指定医療機関

※予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関に連絡

してから受診してください。

●持ち物　母子健康手帳、無料券（予診票及び個人票）

※第２期の無料券は、予防接種手帳に入っています。第３

期・第４期の無料券は、３月末に対象者の方へ郵送しました。

転入等により無料券をお持ちでない方は、下記までご連絡く

ださい

※麻しん風しん混合ワクチン第３期の対象で、保護者が同伴

しない場合の予診票が必要な方は、下記までご連絡ください

●その他　接種期間を過ぎると無料券が使えなくなりますので、

　　　　　料金が自己負担になります。

※ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　保健師　

　　　　　�３５５‐０７０３
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プリザーブドフラワー

アレンジレッスン

松島病院「糖尿病教室」

●日時　毎月第 2土曜日

　午後１時～午後３時

●場所　勤労青少年ホーム

●定員　若干名

●参加費　3,000 円（材料費込み）

●申込み・問合先　佐藤（フルール

ドウ　レミ）�０８０‐３３８０‐３７３５

　５年後・１０年後・２０年後の未来

の自分のために、今「糖尿病のこと」

一緒に勉強してみませんか。予約は

不要です。

●日時　

　毎週木曜日　午後２時～午後３時

●場所　松島病院　１階　会議室

●問合先　松島病院　�３５４-５８１１

●日時　毎月第２土曜日

　　　　午前１０時～正午

●場所　中央公民館

●年会費　

　３,０００円（賛助会員は２,０００円）

●事務局　おくの細道松島海道　

　赤間正彦　�・FAX 354-3146

　記念講演　

　仙台郷土研究会長　吉岡一男　氏

　「虎勢道中記」の松島

●日時　

　５月１２日（土）　午前１０時～正午

●場所　中央公民館２Ｆ

●入場料　無料

●申込み・問合先　

　おくの細道松島海道　赤間正彦

　�・FAX 354-3146

『おくの細道』を詠もう

新年度会員募集・記念講演会

平成２４年度「歯と健康の集い」

●日時　６月３日 （日）

　午前１０時～午後０時３０分

●場所　ふれあいエスプ塩竈（エス

プホール）

●演題　「くちのちから」～口の働き

と口の機能の守り方について～

●講師　日本歯科大学生命歯学部教授

口腔介護・リハビリセンター長　

菊谷　武　先生

●参加費　無料

●問合先　（社）塩釜歯科医師会

　�３６１‐１８７０　（月・火・水・金　

　午前９時～午後１時）

ＮＰＯ法人マリソル松島スポーツクラブ　スクール生募集
　ＮＰＯ法人マリソル松島スポーツクラブでは、地域に根ざしたスポーツクラ

ブを目指しキッズ・ジュニア中心のスクール生を募集します。

※入会時に、スポーツ安全保険料として、

　幼児～中学生：8００円・大人 1,850 円を徴収します。

●問合先　ＮＰＯ法人マリソル松島スポーツクラブ　�３５４‐６７９７

危険物取扱者試験準備講習会

●日時　６月６日 （水）　

　午後９時～午後４時３０分

●場所　塩釜商工会議所

●受付期間　

　５月１７日（木）～５月３０日（水）

●定員　

　４０人（定員になり次第締め切り）

●申込場所　

　塩釜地区管内の各消防署

●テキスト代　

　２,２００円

　（申込時にお支払ください）

●問合先　塩釜地区防災安全協会

　�３６１‐１６１９　または塩釜地区管

　内の各消防署

黒川高等学校同窓会

評議員会開催

●日時　６月１７日（日）  午後２時～

●場所　グランダイニング　オオサ

カ（大阪屋旅館）

●懇親会　評議員会終了後

●懇親会費　２， ０００円

●問合先　黒川高等学校同窓会事務

局長　大友敏之　�３４５‐２１７１

法テラス東松島の無料法律相談

　法テラスでは、２月５日から東松

島市に出張所を開設しています。相

談は無料で、秘密は固く守られます。

●予約受付時間　　

　午前９時～午後５時

　（土・日・祝除く）

●相談日・相談時間　午前１０時～

　午後４時（土・日・祝日除く）

●場所　東松島市矢本字大溜１‐１

　（市コミュニティセンター西側）

●問合先　法テラス東松島

　　　　　�０５０‐３３８３‐０００９

月会費練習日・時間対象者・定員スクール名

３， ０００円
土曜日

午前１０時～１１時
幼児年少・年長

２０人
キッズサッカー

３， ０００円
土曜日

午後５時３０分～（１.５Ｈ）
幼児年少・年長・小
学校　２０人

キッズテニス

３， ０００円
金曜日

午後７時～（２Ｈ）
小学４年生～中学　

２０人
バドミントン

３， ０００円
土曜または日曜日

午前１０時３０分～正午
幼児～大人
２０人

レスリング
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
５月７日（月）、２１日（月）、６月４日（月）

　母子健康手帳の交付　受付　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

　�３５５－０７０３

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
５月８日（火）　３～４カ月児健診

　　　　　　　 　対　象：H２３年１２月３日～H２４年２月８日生

　　　　　　　 　受　付：１２：３０～１２：４５

５月９日（水）　２歳６カ月児歯科健診

　　　　　　　 　対　象：H２１年１１月～１２月生

　　　　　　　 　受　付：１２：３０～１２：４５

５月１６日（水）　 親子よちよちセミナー（１歳児）

　　　　　　　 　対　象：H２３年３月～５月生

　　　　　　　 　受　付：９：３０～９：４５

５月１８日（金）　２歳児 歯 っぴー健診
は

　　　　　　　 　対　象：H２２年４月～６月生

　　　　　　　 　受　付：９：３０～９：４５

６月１日（金）　３歳６カ月児健診

　　　　　　　 　対　象：H２０年１１月～１２月生

　　　　　　　 　受　付：１２：３０～１２：４５

予防接種（集団）
BCG接種　　

５月１７日（木）　 受　付：１１：１５～１１：４５

　　　　　　　 　対　象：H２３年１２月１０日～H２４年２月１７日生

　　　　　　　 　持ち物：母子健康手帳、BCG予診票

シルバー昼食会
５月 　８日（火）、２２日（火）　あったか～い（どんぐり１班）

５月１０日（木）、２４日（木）　あったか～い（どんぐり３班）

５月１１日（金）、２５日（金）　あったか～い（品井沼）

５月１５日（火）、２９日（火）　あったか～い（どんぐり２班）

５月１６日（水）、３０日（水）　あったか～い（どんぐり４班）

５月１８日（金）　　　　　   あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
５月　 ７日（月）　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

５月２１日（月）　ノルディックウォーキング教室

５月２５日（金）　 減  る  脂 クラブ
へ ル シー

精神保健事業
５月２３日（水）　かもめの会　

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）※事前に予約が必要です。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５－０７０３

『健康の日』のお知らせ
 風薫る５月、爽やかな季節になりました。
「健康の日」に参加して、一足先にシェイプアップしませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日　時　　　５月１１日（金）　１０：００～１１：３０　　
●場　所　　　松島町温水プール（美遊）
●内　容　　　アクアエクササイズ（水中ウォーキング、ストレッチ、ほか）
　　　　　　　講師：内丸由美子インストラクター
●参加費　　　一般の方　５００円（券売機で利用券を購入してください）
　　　　　　　６５歳以上の方　３００円（受付でお支払いください）
●持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
●申込先　　　５月１０日（木）まで電話でお申込みください。
　　　　　　　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　 �３５５‐０７０３

♪子育てハッピーライフ♪
～第四次松島町母子保健計画②～

　今月号から、町の母子保健事業や、妊娠・出産・子育てに関する
情報をご紹介していきたいと思います。

【安心して子育てするために・・・】
　松島町では、お子様が生まれたご家庭へ「産婦・新生児訪問」と「こ
んにちは赤ちゃん訪問」を行っています。

　この２つの訪問を合わせて、全員の赤ちゃん・産婦さんにお会い
できることを目標としています。産後は、子育ての不安も大きいと
思いますので、この機会にぜひいろいろとご相談ください。
【問合せ】
町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５－０７０３

～産婦・新生児訪問～
助産師がお伺いし、赤ちゃんと産婦さんの健康状態を確認し、安心
して子育てできるよう必要な支援を行います。

～こんにちは赤ちゃん訪問～　子育て支援センターの保育士または
保健師がお伺いし、町の子育て支援事業をご紹介し、楽しく子育て
できるようお手伝いします。また、予防接種手帳をお渡しします。

今月の
ピカピカ賞

　４月６日の３歳６カ月児健診で、むし歯の

なかったお子さんを紹介します。

★これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、

　きれいな歯を守りましょう！

 阿  部 　 夏  旺 くん（根廻）
あ べ な お

 大  友 　 湧  牙 くん（高城）
おお とも ゆう が

 後  藤 　 康  佑 くん（下竹谷）
ご とう こう すけ

 鈴  木 　 蓮 ちゃん（本郷）
すず き れん

 2  橋 　 航  太 くん（松島）
たか はし こう た

 引  地 　 悠  都 くん（幡谷）
ひき ち ゆう と
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夏は海水浴やキャンプを楽しむ人

（観光客）で賑わいます。

2012　5月号  No. 449

（Ｈ ２4 年 4月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,368 人（-21）　   人口 15,255 人（-43）
女 7,887 人（-22）　   　  5,495 世帯（0）

浅井元義スケッチシリーズ　PartⅡ
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長崎県 新上五島町
　「 新  上  五  島  町 」は、九州の西端、長崎県五島列島の北部に位置し、

しん かみ ご とう ちょう

５つの有人島と６０の無人島から構成されています。

　平成１６年８月に５町が合併し、面積２１４�・人口約２万３千人

の町です。
　上五島までの交通手段として

は、空港が閉鎖中のため航路

（船）のみとなり、高速船（約１

時間２０分）またはフェリー（約

２時間半）での移動となります。

新上五島町には、世界初の「洋上石

油備蓄基地」があり日本国内で使用

する約一週間分の原油が貯蔵され

ています。

ヤブツバキが多く自生しており、

資生堂シャンプー「TSUBAKI」

の原料となっている椿油は五島産

の椿（実）から作られています。

　かつて遣唐使船の寄港地であり、海外貿易の中継地

として栄えた五島には古くから様々な大陸文化がもた

らされ、中国から伝わったとされる麺文化も五島に根

付き、独自の麺づくり「五島手延うどん」へ発展しま

した。

　稲庭・讃岐とともに「日本三大（三銘）うどん」と

して売り出していて、アゴ（飛魚）だしで食べたり生

玉子に削り節・醤油を混ぜ、つけて食べるのが最高です。

　国指定重要文化財である 頭  ヶ  島 天主堂や 青  砂  ヶ  浦 天
かしら が じま あお さ が うら

主堂をはじめ教会群の世界遺産登録を目指して、長崎

市などとともに準備を進めています。

五島うどん

新上五島町ホームページ

http://official.shinkamigoto.net/ 町章

上五島石油備蓄基地

本町では、東日本大震災発生後、多くの自治体から職員を派遣していただいています。
長崎県新上五島町からは川口博生さんに、平成23年８月から平成２４年３月まで
の８カ月間にかけて道路災害復旧事業に携わっていただきました。
今月号では、長崎県新上五島町を紹介したいと思います。


